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「１以下の自然数はない」：「X 以？」という表現の意味論 

東京農⼯⼤学 名誉教授 守 ⼀雄 
 

「X 以上、X 以下」をはじめ、「X 以前、X 以後、X 以北、X 以南、X 以外、X
以内」など、「X 以？」（？には前、後、北などが⼊る）という表現は⽇常的に広
く使われている。しかし、「X を含むのか含まないのか」についての解釈に混乱
が⾒られる。ここでは、「X 以？」という表現で「X を含むか含まないか」を決
める「原則」を明⽰したいと思う。さらに、この「原則」が正しく働くために考
慮すべき 2 つの「補則」を提⽰する。 

 
数学では「以上・以下」は「その数値を含む」と定義する 

多くの⼈は「X 以？は、X を含む」と考えているようだ。それは、誰もが知っ
ている根拠の⼀つに中学校の数学において「X 以下はその点 X を含み、未満は
その点を含まない」と教えられたことがあるからだ。つまり、「５以下」とは「５
を含み、５より⼩さい数」であるのに対し、「５未満」とは「５を含まない、５
より⼩さい数」である。これをそのまま援⽤し、「５以上」は「５を含み、５よ
り⼤きい数」となる。「未満」に相当する熟語はないようで、「５を含まない、５
より⼤きい数」は「５より⼤きい数」となる。これらは、２種類の不等式「 X≧
5」「X＞5」（前者は「含む」、後者は「含まない」）によっても明確に表現できる。 

厳密さが要求される法律でも、これが援⽤されているようで、飲酒が認められ
る「20 歳以上」は「20 歳を含む、それより上の年齢」のことである。クーリン
グオフ制度でも「8 ⽇以内であれば解約可」とされるが、これには 8 ⽇⽬も含ま
れるという意味になる。となれば、「X 以？」とは「X を含む」と考えてなんら
問題はないように思える。 

 
「以外」という例外 1) 

ところが、明らかに「X を含まない」表現が存在する。それは「X 以外」であ
る。「関係者以外⽴ち⼊り禁⽌」という張り紙は「関係者を含まない」と解釈し
ないと意味がない。関係者は⼊ってもいいからである。この「X 以外」という⽤
語は強⼒であり、「X を含む」と定義している数学の世界でも「以外だけは X を
含まない」意味で使われる。例えば、 

a. 分母には０以外の数が来なければならない。（分⺟には０は来ない）。 
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b. ２以外には偶数の素数はない。（２だけが「偶数の素数」である）。 
つまり、数学で教えられている「X 以？は、X を含む」という原則は、「以外」

には当てはまらないということである。では、「以外」以外は「X 以？は、X を
含む」という原則が当てはまると考えて良いのだろうか。 

 

「X 以？」への拡張 
そこで、数字を含まないような「X 以？」という表現について考えてみる。例

えば、「北海道以北」とか「宇都宮以遠」とかいう表現である。こうした表現で
も「X 以？は、X を含む」という原則が当てはまるだろうか。 

ところが、多くの「X 以？」という表現で「X を含むのか含まないのか」は曖
昧である。例えば、「北海道以北」という表現には「北海道は含む」のか「含ま
ない」のかは明確ではない。「昭和以前の総理⼤⾂」という場合に「昭和時代の
総理⼤⾂は含む」のか「含まないのか」も曖昧である。結局、数学で習う最も明
確だと思われる「X 以？は、X を含む」という原則は、「以外」という例外があ
るだけでなく、他の表現には拡張できないらしいことがわかる。 

 
3 つの事実 

以上の考察をまとめると、3 つの事実があることがわかる。 
１）数学の定義：数学では「X 以上・X 以下」を「X を含む」と明確に定義している。 

２）反例：「X 以外」という明らかに「X を含まない」表現がある。 

３）多数の曖昧例：それ以外の「X 以？」という表現では「X が含まれたり含まれなか

ったり」して、曖昧である。 

 
１つの原則と 2 つの補則による 3 つの事実の統合的な説明 

これら 3 つのポイントを例外なく説明づけるとすればどのような解釈が可能
だろうか。⼩論では、1 つの原則と 2 つの補則を提案し、これらの組み合わせに
よって、「X 以？」という表現が⽭盾なく解釈できることを⽰してみたい。 
原則 「X 以？」という表現には「X は含まれない」1) 

上述の 3 つのポイントでは、「以外」の⽤法を「反例」としたが、むしろ「以
外」こそが「X 以？」という表現の「原則」を明確に⽰すものである。実は、「以
外」の他にも「X 以？」という表現で「X を含まない」と解釈される例が数多く
存在する。 

c. 彼女とは中学校卒業式以来、会ってない。（卒業式に会ったが、その後は会っ
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てない。つまり「卒業式以来」には卒業式は含まれない。） 
d. （卒業証書などを学長・校長が読み上げる際の表現）「卒業証書、〇〇（氏名）、

以下同文」（「⽒名」の部分までは卒業⽣ごとに違うが、その後に続く⽂は同じで
ある。つまり「以下同⽂」にはそれ以前に読み上げた部分は含まれない。） 

e. 必要事項を下線以下に列挙する。（「下線」は「必要事項」に含まれない。） 
f. この列車は宇都宮以遠には参りません。（「宇都宮」までは到達するので「宇

都宮以遠」に「宇都宮」は含まれない。） 
g. この度のミスは私の不注意でした。以後は十分に注意をします。（「この度のミ
ス」は「以後」に含まれない。） 

h. 君以上の知性がある女性はいない。（君より知性が上の⼥性はいない。君が
⼀番知性がある。「君以上の知性がある⼥性」に「君」は含まれない。） 
補則⒈ 数学での定義が他の「X 以？」という表現の解釈に混乱を与えた 

数学での「以上」「以下」の定義は、上記の「原則」と明確に⾷い違っている。
しかし、これは数学における数値の取り扱いについての定義なので、数学では
「X 以上」「X 以下」に X が含まれる意味で使うと考えれば良い。⽇常における
⽤語と学問上の専⾨⽤語とが⾷い違う例は他にも数多く存在する。 

ただ、数学における明確な定義が、⽇常的に使われる他の「X 以？」という表
現にも影響を与えたことは⼤いに考えられる。そして、他の「X 以？」という表
現も曖昧さを排除する際の根拠として、数学での定義を援⽤することがなされ
てきたのだろう。そのために、「X 以？」という表現全体も「X を含む」と解釈
されるようになり、その結果、「X を含まない」⽤例とが併存するようになって
しまったというわけである。 
補則⒉ 原則が正しい場合でも、肯定表現では「Xを含む」解釈が可能となる 

原則に混乱が⽣じた理由は他にも存在する。それは、原則通りに解釈した場合
でも、結果的に「X を含む」場合が起こりうるからである。その結果、「X 以？」
という表現は「X を含む」のか「X を含まない」のかが曖昧であると考えられて
しまった。 

⽤法をさらに詳細に分析してみると、「X を含む」ように解釈できる表現は肯
定形であることが多い。例えば、⽤例 cは「卒業式以来、会ってない」という否
定表現であったが、これを肯定表現にした⽤例 c'は「卒業式以来」が「卒業式」
を含むように読める。 

c'. 彼女とは中学校卒業式以来、毎日のように会っている。（卒業式でも会い、今
も毎⽇のように会っている。そこで、「卒業式以来」には卒業式が含まれると解
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釈できる。） 
そのため⽤例 c と⽤例 c'を並べてみると、同じ「卒業式以来」という表現が

「卒業式」を含んだり含まなかったり⼀貫していないように⾒えるのである。 
しかし、肯定⽂の⽤例 cʼでも「毎⽇のように会っている」のは「卒業式後のこ

と」であって、実はこの⽂でも「卒業式」は含まれないと解釈することができる。
そして、「以来」で除外された「卒業式」でも当然会っていたと推測できるため
に、結果的に「卒業式にも会って」「卒業式の後にも会って」いることになって、
「以来」に「卒業式に会ったこと」が含まれるように解釈できてしまうのである。 

つまり、「X 以？」という表現そのものは、X を含まないのが「原則」である
が、肯定⽂では X も暗黙のうちに肯定されてしまうために、あたかも「X 以？」
という表現が X を含む意味でも使われるかのように感じられてしまうというわ
けだ。 

⼀⽅、否定表現の場合は、「X」と「X 以？」とが分離される。「X」で暗黙に
肯定されたことが、否定表現では「X 以？」の部分を否定するからである。そこ
で、否定表現では「X を含まない」という「原則」通りの解釈がなされる。 

 
「１以下の自然数はない」は正しいか 

最後に、本論の標題とした「１以下の⾃然数はない」について考えてみよう。
本論で提唱した「原則」に従えば、「１以下」は１を含まないと解釈される。す
ると、１より⼩さい⾃然数はないので、この⽂は正しいことになる。しかし、数
学では「１以下は１を含む」という解釈を優先するため、「１は⾃然数だから、
この⽂は間違い」となる（補則⒈）。 
 ここで考察した「X 以？」という表現の解釈の混乱は、「X は含まれない」と
いう「原則」と 2 つの「補則⒈」「補則⒉」で整理することができることがわか
った。それでは、私たちはどうするべきだろうか。元々の「X 以？」という表現
の意味（原則）と数学における定義が⾷い違ってしまったことは不幸であった
が、今更これを変えることはできない。化学では「酸素」と「⽔素」の命名を逆
にしてしまったし、物理学でも電⼦の電荷をマイナスにせざるを得ないミスが
あった。数学でも「有理数(rational number)」は訳語が不適切だった。こうした
不都合が残されていたとしても、原則をよく理解した上で、混乱の原因を知って
いれば誤解のない表現が使えるようになるはずである。そして、誤解されそうな
場合には、誤解が起こりにくい表現に⾔い換えればいいのである。 
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注記 1) 
 本論を書き上げた後に、東京農⼯⼤学の中国語教員准教授の任利先⽣から重
要な情報を得た。それは、中国語では「以外」が⽇本語とは違う意味で使われて
いるということである。まず、⽇本語の「以外」に相当する語は「除外」である
という。そして、「以外」は数値と組み合わされると「その数値を含まないで、
それより⼤きい数」を意味する。⼀⽅、中国語でも「以上」は「その数値を含み、
それより⼤きい数」を意味する。つまり、「5 千円以外」なら「5 千円を超えた
額」となり、「5千円以上」では⽇本語と同じ意味になる。 
 ということは、中国語では⼩論での「原則」は正しくなく、むしろ「X 以？な
どの表現では X を含む」という意味になるのかもしれない。「漢字の本家」であ
る中国語で「X を含む」が原則になるのだとすると、⽇本で数学が「X を含む」
意味で「以上」「以下」を定義したことは正しい解釈だったことになる。⽇本語
で「以外」だけが例外的に「X を含まない」意味になるが、中国語では「除外」
という別表現になることで、⼀貫性が保たれている。 


